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台
風
間
呈
の
被
災
か
ら
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
だ
。
合
目
の
台
風
被
害
は
、
郡
山
市
内
定
け
で
も
、

6

名
の
万
が

亡
く
な
ら
れ
ま
し
だ
。
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
だ
、
被
災
さ
れ
定
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
巴
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
巴
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
目
指
し
て
、
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
固
と
し
て
ち
全
力
を
尽

く
し
だ
い
と
思
い
ま
す
。
度
重
な
る
自
然
災
害
巴
対
し
て
、
防
災
と
安
全
・
安
心
の
笛
づ
く
り
の
観
点
か
ら
行
政

の
果
だ
す
役
割
の
大
き
さ
と
緊
急
牲
を
、
あ
ら
定
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
声
を
受
け

早
急
な
対
応
を
市
災
害
対
策
本
部
に
要
請

圃圃圃圃副圃置圃置 lをもたらすの被山市に週量

--・・・・・・・-

4・・・・・・・・・~1111_
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叩
月
恰
目
、
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、
冨
会
議
員
、
福
島
県
議
固
と
と
も

に
、
市
内
の
避
難
所
を
訪
問
、
被
災
者
へ
の
お
見
舞
い
と
要
望
聴
取
を
行
い
、
そ

の
後
、
郡
山
市
災
害
対
策
本
部
へ
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
史
上
最
悪
と
い
え
る
台
風
被
害
に
、
郡
山
市
は
災
害
対
策
本
部
を
世
田

(
土
)
昼
の
時
点
で
設
置
し
、
連
日
会
議
を
開
催
し
、
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

郡
山
市
議
会
と
し
て
も
、
各
派
代
表
者
を
構
成
員
と
し
て
災
害
対
策
会
議
を
設

置
し
、
市
の
対
策
本
部
と
連
携
し
て
、
被
災
者
支
援
・
被
害
復
旧
に
全
力
を
つ
く

し
て
い
ま
す
。
災
害
対
応
は
、
超
党
派
の
取
り
組
み
で
す
。
台
風
被
害
に
関
す

る
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
せ
ず
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(
*
共
産
党
市
議
団
の
台
風
被
害
対
策
申
し
入
れ
は
裏
面
広
)

市
民
生
活
応
援
の
施
策
実
現
を
目
指
し
、

「
学
校
給
食
費
無
料
化
」
「
大
学
生
の

給
付
型
奨
学
金
制
度
』
の
実
現
を
!

岡
田
市
議
が
求
め
る

質
問
:
「
学
校
給
食
費
無
償
化
を
前
提
と
し
て
、

補
助
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
?
」

回
答
:
「
教
育
費
の
負
担
軽
減
が
少
子
化
対
策
の

施
策
の
一
つ
だ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
学
校
給
食

費
無
償
化
を
実
施
し
た
場
合
本
市
の
負
担
は

M
億

2
3
0
0
万
円
に
な
り
、
市
の
財
政
運
営
と
安
定

的
な
学
校
給
食
運
営
に
支
障
を
き
た
す
懸
念
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
補
助
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
」

質
問
;
「
学
生
団
体
が
実
施
し
た
『
実
態
調
査
』

(
1
4
0
0
名
回
答
)
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
睡

眠
時
間
を
削
る
な
ど
経
済
的
罰
難
を
抱
え
る
学
生

が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
郡
山
出
身
の
子
ど
も
た

ち
が
学
業
中
心
の
学
生
時
代
を
送
る
た
め
に
は
、

市
が
給
付
制
奨
学
金
を
創
設
し
て
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
?
」

回
答
:
「
今
年
か
ら
国
の
支
援
策
が
拡
充
さ
れ
て

き
て
い
る
。
大
学
に
か
か
る
経
費
は
高
校
に
比
べ

多
額
で
あ
り
、
大
学
生
へ
の
経
済
的
支
援
は
国
が

中
心
と
な
り
、
民
間
の
協
力
も
得
な
が
ら
充
実
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
」

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
市

職
員
の
正
規
雇
用
増
を
!
臨
時
職

員
の
待
遇
改
善
を
!

質
問
:
「
市
職
員
の
仕
事
の
多
く
は
、
A
ー
や
パ

ソ
コ
ン
で
は
対
応
で
き
な
い
。
条
例
定
数
よ
り

4

5
0
名
も
少
な
く
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
市
民
対
応
で
人
手
不
足
が
起
こ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
市
民
激
務
ピ
ス
の
向
上
の
観

自
慢
霞
司
こ
臨
む
で
閉
山
間
p

一

回
-
最
E

・E
・-
i

盟
主
主
例
会
一

点
か
ら
も
、
職
員
数
増
が
必
要
で
は
な
い
か
ワ
」

回
答
:
「
市
職
員
数
は
ω
年
前
と
比
較
し
乃
名
少
な
く

な
っ
て
い
る
(
本
年
度
2
0
0
5
名
)
が
、
日
歳
か
ら

悦
歳
ま
で
の
『
生
産
年
齢
人
口
』
に
占
め
る
市
職
員
の

割
合
は
、
0
・
9
5
%
か
ら
1
・
0
%
へ
増
加
し
て
い
る
。

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
で
は
、
将
来
の
市
職
員
数
は
さ
ら
に
減
少

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
が
、
こ
う
し
た
中
で
も
良
好
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

I
C
T

フ
ル
活
用
に
よ
る
一
一
爆
の
行
政
運
蛍
の

効
率
化
と
働
き
方
改
革
の
推
進
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
」

質
問
:
「
国
の
法
改
正
を
受
け
て
、
初
年

4

月
よ
り
導
入
さ
れ
る
『
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
』
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
本
市
に
お
い
て
は
賃
金
水
準
の

引
き
上
げ
、
休
暇
制
度
の
拡
充
な
ど
勤
務
条

件
の
改
善
を
は
か
つ
て
き
た
臨
時
職
員
の
待
鞘
叩

遇
が
改
悪
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
?
」

回
答
「
国
が
一
示
す
『
事
務
処
理
マ
一
一
ユ
ア
曙
町

ル
』
に
基
づ
く
と
、
初
任
給
格
付
け
が
現
行

水
準
を
下
回
る
、
報
酬
上
限
が
定
め
ら
れ

る
、
任
用
更
新
は
2
年
ま
で
、
休
暇
制
度
の

\
ゾ

p

一
部
で
現
行
を

会
略
語
下
回
る
と
の
見

\
/
訴
訟
拘
留
老
込
み
で
あ
る
。

主
活
/
メ
ι
伝
広
刈
を

Z
5
4ぷ
終
d
a
q
J
本
市
に
お
い
て

4
4伊
乙
川
し
J
4却
は
、
事
務
処
理

d
H

吟
づ
モ
一
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

‘
「

\
1
J
\、L

基
本
と
し
、
県

や
他
市
と
の
均
衡
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
適

正
な
勤
務
条
件
の
確
保
に
努
め
て
い
く
ロ
」

「
現
在
、
臨
時
・
嘱
託
職
員
は
約
1
2
0
0

名
在
職
し
て
お
り
、
こ
れ
に
語
学
指
導
外
国

人
や
ス
ク
ー
ル
ソ
i

シ
ヤ
ル
ワ
l

カ
l

、
社

会
教
育
指
導
員
等
の
職
に
あ
る
も
の
が
、
会

計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す
る
。
在
職
者
に

つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
不
利
益
が
生
じ
な
い

経
過
措
震
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
」
*
こ
の
項
で
は
、
市
職
員
に
マ
イ
ナ
シ
パ
!

カ
l
F

の
取
得
を
強
制
し
な
い
こ
と

-
。
週
間
関

圃竃圃圃圃・・・圃 l
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今回の台風て富久山クリーンセンター
も甚大な被警にあいました。写真は
被災5 日後の 17 臼に共産党市議団が
調査に入った時のものです。施設内
の各種設備も水浸しになりましたが、
粗大ごみ処理施設及びリサイクルプ
ラザは 11 月下旬に焼却施設は 12月下
旬までに仮復旧できる見通しです。

岡田哲夫

首iHAX 田5 ・ 81回

市議会だより
NO.136 2019 年 11 月号
日本共産党郡山市議団
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資料作成費 調査委託費 す辰込科

, 
会場費、 講師謝金 出席者負担金・会費

交通費 旅費 自動車燃料費
ー，

2 研 修 費

資料作成費
、

食糧費 振込料, 
、

.‘ 会場費 ，交通費 自動車燃料費

資料作成費. 広報誌(紙) 報告書等印刷費
3 広 報 費 日本共産党郡山市議団市議会だより

送料(折込料含む) 茶菓子代
122, 100 

122, 100 クェブページ掲載代
, 

振込料
ノ

J 

4 広 聴 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 振込料

交通費 旅費 自動車燃料費
-5 要請・陳情活動費 /' ・‘ 資料作成費r , I<~辰込料 ‘ 

ー、.

会場費: 交通費 ー自動車燃料費
‘ 6 -^-、 議 費;:z:;;; 

資料作成費 振込料

印刷製本費
、

7 資料作成費
翻訳料 筆耕料ー

振込料

法規追録代 参考図書代
資料購入費

新開(日刊紙)購読料
18-

雑誌等購読料
戸

有事ドデ}タベ}ス等;j<1j用料 振込料, 
、

9 人ー件 費 賃金 社会保険料等 振込料

備高購入費 消耗品等事務費事務機器等p'~ス代
l{) 事務所費 金ゐ

印刷代 』振込料 配送手数料

ー郵便料等
l 

通信運搬・自動 電話料等(按分〉 自，動車燃料費(按分)
11 
車燃料費 その他

使用者 共通 ⑮|支出年月日 2:019年 , 12 月 2 日 現支金出出番納号簿 2' J口X 言十 ー 122 ， 100 円
¥ 



. 

別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 2 
一.

区 分 ※該当する区分伝O印 費 目 名

1 .調査研究費 2 研修費 ③広報費 4. 広聴、費 ※該当する支出費周s安記入‘。

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 送料(折込 fゆ:
....“・ー“.... ・・田町.."占m刊"ー

‘ 10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)
. 

支出目的
自:本共産党郡山市議開 9 月定例会市議会だよりの新聞折込

同町山崎烏叫H・“市...... 向...-.. 町同山岡町田b回帽"“...-....町輔自陣圃曲目F恒輔H田叫四百四ー酷輔岨甲山時間『岨ー;・".-骨・刊_.自由明甲山輔輔材"問問.刊阿川申問m・."....叫同開閉山e山""“同向同削，，，，......・H・"“目.........田山何由同世"“叫‘向田山岨叫崎間引".材"“阿国"輔副岡山剛回目値目ーー・・・町田-1'"・・山骨骨働帥四・山吋_._-町吋同町剛叫

, 

(支出事肖〉 …………....-......."".._...__.." .. ……""......帥.".....".“..".....，..白・"..".......，…...."..""."......・ω ……...・....._..........，._--_.一一………… a 同................，. ……品。..，......・""""，.....".…".......…

司、 、

有限会社郡山共同印刷に新聞折込代 3 万 7 千枚分を支払う;
: ・ ー 4匹舟

岡山ー.問・-町山由田園田-田市川"'"骨何回・.".. ・".・・"-申"“"骨回附叫同"..".. “"“..""岡山岬岡山a凶".叫・....1，，，“・，..""".. 吋"“，.......晶叫叩句.."....":'......................"..._..."'............--.. 1."...........-........_.....-..........._..-"ï'・a・............"町田岡山"“".山田帽闘.. 1".... .. 山田仲-.町山田桐叩咽桝』・帥相"“"国特例目・田咽“自由"叫由叩国輔剛“"・4・四川・e・叫闘争削開"叫山“......川畑山岡山川崎山..... 由剖田村田'

内 宅'"""手, ‘.、

"川"州山叩削叩H叫叫e叫\"叩"山同…..叩同同…".…山山....…山同叩“'拘"…山…叫.“刷“'山.-悼“"山"川，由抽叩.抽"…"叫町叩山』叫由唖一..回-副.回目.凶一.回-叩由由司司一‘世圃目一“叫.山"叩叩叫叫且一.-一-司一.一一.叩"山山叩唱e砂問…"叩…問…問…山川.‘向ー向山・'同閉山町........._.....".......・刷曲目""町田，..，....制柿....-...... ・-・田町抑制一一四回目由叫ー-，曲目制』山田布一.一ーー』叫"........... ・剛山町H目白神
C 

、

, 

支出年月日 支 出 先 支出金額
、 , • 

2019 年 .12月 2 日 有限会社郡山共同印刷 私122100 円 , 
. v 

'‘ , 
-・ e ‘ 

『守

上記のとおり支出します。

議員氏名

領収書及び料金内訳明細書等貼イオ欄

.別紙へ添付

高橋善治

策複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。。
波欄内iこ貼付できない場合ほ、別記第 11 手様式「領収書量等整理-栗J に貼付してください。

. 
f 白



領，収・:書，等整理票 t

ず 犀 ・二 分 楽該当する.区分にも印

11 ~調査蹴費:江、 /2 研修費 ゆ持瞭 14，広聴会 1 
-, ..~-Il互-豆を;閤暫嘘!旦鑓差~ '. _ _ ，__1 7 矧城美一一 ta=資糠投一一IL' _ 

:9 人件費 ソ1 10 事務所費 111 通信運搬 d 自動牢僻撰 1~----jll' -,-- --

領収書及ザ料金内訳明細書等貼畑山 巴 '， 1~ • 

. 

. 
.・

別記第11号様式

・，巴

-ー・ . . 

議書求語露 :20 I デ年 1 I 月ヨ。臼

f963-8004 福島県郡山市中
有限畳E

一会社吾P
-里会二是主主mJと主主詮国 ~i 聴締役社長
下記むとおり御詰求申し上げます 電話
一一一一一一一一一一一一一一寸ーでアナでて十寸「ーで

1

1

1

9

1

1

 

2 
す

e
t
e
-
­

• 

3 

4 

5 

6 

No.~ー

/之 2.I l>ðl' I I ρ 。

言正 B:中央程党;寿台ムミド主義自様J

A
Q口一

ト町 7 tg, 

e e 

. 

日 1

領

。内除
、、

上記正に領収いたしました.

ー _ "，w" 明叫 Wも叫一、wρー司、ー・ 0 匂彬

;2 cJ /タ.年/み月4- 日:

ー，司

・., 

./イ

~〆

，ぜ_. .・ 4

内訳

乳=金

小初手

手人形

消費税額等(%)

、. 



-圃圃圃圃圃・・・ l

台
風
間
口
百
の
被
災
か
ら
一
ヶ
月
ガ
過
ぎ
ま
し
だ
。
今
回
の
台
風
被
害
は
、
郡
山
市
内
だ
け
で
也
、

6

名
の
万
が

亡
く
な
ら
れ
ま
し
だ
。
衷
心
よ
り
哀
悼
の
憲
を
表
し
ま
す
。
ま
だ
、
被
災
さ
れ
定
多
<
の
市
民
の
皆
さ
ん
巴
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
ち
巴
、
一
日
也
早
い
復
旧
を
目
指
し
て
、
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
固
と
し
て
も
全
力
を
尽

く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
度
重
な
る
自
然
災
害
巴
対
し
て
、
防
災
と
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
の
観
点
か
ら
行
政

の
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
と
緊
急
性
を
、
あ
ら
定
め
て
痛
感
じ
て
い
ま
す
。

圃園田園・・ E 園田 l

をもたらす曲面に週畢

被
災
者
の
声
を
受
け

早
急
な
対
応
を
市
災
害
対
策
本
部
に
要
請

叩
月
沼
田
、
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、
国
会
議
員
、
福
島
県
議
固
と
と
も

に
、
市
内
の
避
難
所
を
訪
問
、
被
災
者
へ
の
お
見
舞
い
と
要
望
聴
取
を
行
い
、
そ

の
後
、
郡
山
市
災
害
対
策
本
部
へ
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
史
上
最
悪
と
い
え
る
台
風
被
害
に
、
郡
山
市
は
災
害
対
策
本
部
を
也
日

(
土
)
昼
の
時
点
で
設
置
し
、
連
日
会
議
を
開
催
し
、
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

郡
山
市
議
会
と
し
て
も
、
各
派
代
表
者
を
構
成
員
と
し
て
災
害
対
策
会
議
を
設

置
し
、
市
の
対
策
本
部
と
連
携
し
て
、
被
災
者
支
援
・
被
害
復
旧
に
全
力
を
つ
く

し
て
い
ま
す
。
災
害
対
応
は
、
超
党
派
の
取
り
組
み
で
す
。
台
風
被
害
に
関
す

る
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
せ
ず
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〈
*
共
産
党
市
議
団
の
台
風
被
害
対
策
申
し
入
れ
は
裏
面
に
)

1 市
給ノ...， 1 1=i!
gき|亙
誕箆l 活
奨給 I ' 
母零|応
享蓄j 援

問題き1112
回度開1 店
漏戸 tEヰ策
議の千実
tpi望号ぷ l 現

引れhHdjEb vmz高室長持|持母|言
」姶て度育ス職在勤市 怨窮モノ 任をに:主改上佳:年持こ年|公I ， &lt三

月力士置は任指クし、務と d必芝よ4ぷ〉用下基「悪善げ用「とすと齢!?? A 安|指
句会で用導 l て臨条の場夢ヤナ鷲ぞ声量更日づ国書を、暫国働 2 人|守 め 12
w 長き職員ノレお時件均仁A川正と極\新 Z く空れは休員のき」見口| ν I レ
霊で去る員等ソり・の衡 γ抗議発~)は、と不るか暇製法方め込が| 機 l て

F25 与量 LiE 器 E マモ三戦守f れ ι232 E E 量店主事堅議 2E ま
九」不行に γ れ職に配 L~~ぎ ま酬任事 lまきのにをの、るす l宅まて・

閣禄皇室 222 長 5 5 空基ヤ恥$:Uò T ーす時台言葉奇号善 L カiZoU 計樫
惇In 検が。も|学約てな本ニ、市み田部休が付理合時な v て長 T こでよ""'" ~職暫皆
凶主ナ討生在のカ指 1 いがとユ事にでるで椴定けマ己繊ど託、?フう i 'J; 5 生本員暴言
附れしじ職が l 導 2 くらしア務おあと現制めがニ 員勤ま 20 会ルし %産年数草間
凶で l てな者、、外 O 。、、ル処いるの行度ら現ユ の務で年完活た将か年度は翠戸
] いいに会社因。」適県を理て。見なのれ行ア 待条本 2 ら男-士妻予時 2 日訟 I~

E2 女主主活 f 合;詰妻鹿
おり九る良職() '= 5 とよ亙L
\"導」一好員%に名比号屯J

・腐な数二占)較穴「一一「
はさ の市は望めがし工 1__".-1
管れ 行民さ tILi る、 79 IJ' ぽE J1.I

さ三 重 ?2 1 車 23 二明刷
準会 営ピ減ゐ員がな 直書
の計 のス少 -0 のらく L一一」

質
問
:
「
学
校
給
食
費
無
償
化
を
前
提
と
し
て
、

補
助
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
?
」

回
答
:
「
教
育
費
の
負
担
軽
減
が
少
子
化
対
策
の

施
策
の
一
つ
だ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
学
校
給
食

費
無
償
化
を
実
施
し
た
場
合
本
市
の
負
担
は
H
億

2
3
0
0

万
円
に
な
り
、
市
の
財
政
運
営
と
安
定

的
な
学
校
給
食
運
営
に
支
障
を
き
た
す
懸
念
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
補
助
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
」

質
問
;
「
学
生
団
体
が
実
施
し
た
『
実
態
調
査
』

(
1
4
0
0
名
回
答
)
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
陵

眠
時
間
を
削
る
な
ど
経
済
的
困
難
を
抱
え
る
学
生

が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
郡
山
出
身
の
子
ど
も
た

ち
が
学
業
中
心
の
学
生
時
代
を
送
る
た
め
に
は
、

市
が
給
付
制
奨
学
金
を
創
設
し
て
支
援
L

て
い
く

こ
と
、
が
必
要
で
は
な
い
か
?
」

回
答
:
「
今
年
か
ら
国
の
支
援
策
が
拡
充
さ
れ
て

き
て
い
る
。
大
学
に
か
か
る
経
費
は
高
校
に
比
べ

多
額
で
あ
り
、
大
学
生
八
の
経
済
的
支
援
は
国
が

中
心
と
な
り
、
民
間
の
協
力
も
得
な
が
ら
充
実
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
戸

}
(
ノ

J
U
W之
内
句
い
輸
入
〆
ぶ
、

N
i
m
h
w立

市
民
ザ
i
ピ
ス
向
よ
函F
拾
い
常

勝
員
の
正
規
雇
用
増
を1
臨
時
臨
明

員
の
待
遇
改
善
是l
l

質
問
:
「
市
職
員
の
仕
事
の
多
く
は
、
A
ー
や
パ

ソ
コ
ン
で
は
対
応
で
き
な
い
。
条
例
定
数
よ
り
4

5
0

名
も
心
イ
な
く
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
市
民
対
応
で
入
手
不
足
が
起
こ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
市
〆

l

ピ
ス
の
向
上
の
観

今回の台風で冨久山クリーンセンター
も甚大な被害にあいました。写真は
被災5 日後の 17 日に共産党市議団が
調査に入った時のものです。施設内
の各種設備も水浸しにな主)ましたが、
組大ごみ処理施設及びリサイクルプ
ラザは 11 月下旬に焼却施設は 12月下
旬までに仮復旧できる見通しです。

高橋 聖書治

省 FAX 955 ・ 3093

節回哲夫

.-FAX 田5 ・ 8188

市議会だより
No.136 2019 年 11 月号
日本共産党郡山市議団

郡山市朝日 1 丁目 23-7 Ta 024 (924) 2500 



.-' • ? 

とー ‘' • 代表者 一経理責任者 起案者

支 出 調 ゴ正主三f 億 (島 i争責:
守ー-、 1/. 1""- r-. J 

区 分 事 由 費 目 金 額 JJ、 言十

一
交通費 、 旅費 自動車燃料費

1 調査研究費 ,-
資料作成費 調査委託費 振込料

会場費 \講師謝金' 出席者負担金・会費

2 研 ~修 費 交通費
官 2

\旅費、 自動車燃料費

資料作成費 食糧費
、

振込料

気会場費 交通費・ 自動車燃料費

3 広 幸R 費 日、本共産党郡山市議団市議会だまり
資料作成費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

17, 820‘ 
送料(折込料含む) • 17, 820 ウェブベ」ジ掲載代‘ 茶菓子代

振込料 P
、

会場費 交通費 も自動車燃料費
4 広' 耳恵ー 費

資料作成費 茶菓子代ー 振込料
ミ

tφ -
、、 、

交通費 旅費 ，自動車燃料費
.5 要請・陳情活動費 内

:資料作成費
> 

振込料
、、

4・

会場費 自動車燃料費交通費
6 バネ 議 '費コミ

資料作成費 振込料.
〆

7 資料作成費、
印刷製本費; 翻訳料、 筆耕料

振込料 ミ，

8 資科購入費
法規追録代 参考図書代 新聞(日刊紙)購読料

雑誌等購読料 有料デ}タベ}ス等利用料 振込料
、

ー.

9‘入宇件 費 賃金 社会保険料等 振込料

備品購λ費
〆

事務機器等D ース代 消耗品等事務費
1ﾖ 事務所費‘ . . 

ー印刷代 振込料 配送手数料

電話料等(按分〉 郵イ頁料等 自動車燃料費(按分)，通車信燃運料搬費・， 自動11 
その他

高橋善治制支出相 現金出納簿ー
17， 82"0円使用者 2D19年 12 月お 日 6 ぷ口斗、 計支出番号

、



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

玄出査号 6 

区 分 史該当する区分にO印| 費目名
1 調査研究費 1 2 研修費:③広報費 4 広聴費|町る支出費財記入

-'r噌向曲目間一一・'-山旬-自信事同"-四一一時伸一回-世ーすーー}⑤句-由勾ーーーーーー申一-._--町一一η回目・0・-~!'~・}但山酬l恒Mω日炉問崎町一戸"・ー即時縛山町一一~目 弘危~...\、

5 裏請・陳情活動費 6 会 議 費 j7 資料作成費 ;8 資料購入費 |長軸胡
iI 事務所蚕 "T11 通信運搬・自説糾七時間)十一… 同 …~-l ~弘主L鈎〕

|白木共産党郡山市議団 12 月定例会市議会だより(田村町特集号)の新

支出目的|聞折込

(支出事由) .1 

株式会社 ケンオリに 540 0 枚分を支払う • 

内• 容

支出年月日

一年12月議|株式会主
‘よ記のとおり支出します。:

支 J 出先 支出金額

ケンオリ ー 1 7 8 2 0 円

議員氏名'高橋善治



郡山市深沢 2 ァ 10-12
車
問

-
-
=
口

• 
求

マ
T 963-8874 • 霊童

Eヨ

日本共産党郡山市議団 御中
請求月度 1 2 月 締日 31 日 発行日 1 9 年 12 月 1 9 日 ページ 1 

T00404 

毎度格別なるお引立てに預かり、ありがとうございます。つきましては、下記のとおりご藷求申し上げますので、よろしくお願い申し上げます。

日付|伝贈号| 品 名 |地 区|売上種類|サイズ|、枚 数|単 価|金 額|入 金

~--~ji--~-f~-~-I---~--~山紅葉室霊祭i 郡部 |腕ト t~器 lp|; 誤認I----------j--------~闘い;!?制 i i 

までご連絡くださいますようお願いいたします。
ご請求金額は、弊社取事同財子にお振込されたく、お願い申し上げます。

取引銀行(振込口座)
本書の締切以後のご入金及び処理の者ß合上締切日当日のご入金力湾巴載されてい古 い
場合がきります。行き違いがございました場合は、ご容赦のほどお願いいたします。 東邦銀行 菜根支店 普通 243-22 



台鹿 19 号被災された舎様に心よりお見舞い申し~ずます。

阿武隈川の御代田・徳定地区堤閥 2021 :年完成へ

田村町徳定地区に甚大な被害をもたらした阿武隈川。徳定地区から御代田にかけて

赤句 1200 なの堤防建設が本格化します。阿武隈JI!にそそぐ椿定川放水路の樋門設置工

事も併せて進められ 2021 年には堤防工事の

完了をめざしています。 国道 49 号大普寺橿

本格復旧へ袈材嘗え工事

雑木に覆われる堤防のない徳定地区の阿武隈)1 1岸

橋脚が谷田)11の濁流に洗われ、イ買いたた

め支柱で補強し、仮復旧した大善寺橋。国道

事務所の説明では仮設の橋をっくり、現在

の橋を壊し架け替える大工事になるそうで

す。

住宅再建にもっと支援を
被災者生活再建支援制度の適用範囲と限度額は下表のようになっています。家財道具

の大半を失い、生活の基盤である住宅の再建を図るにはあまりにも適用範囲と金額が

少ないのではないでしょうか。私達共産党郡山市議団は 500 万円まで引き上げること

を園、県に求めています。

被害程度による 住宅の再建方法による 合計

基礎支援金 加算金

全壊 100 万円 建設・購入 200 万円 300 万円

または 補修 100 万円 200 万円

解体 賃借(公営住宅を除く) 50 万円 150 万円

大規模半壊 50 万円. 建設・購入 200 万円 250 万円

補修 100万円 150 万円

賃借(公営住宅を除く) 50 万円 100 万円

ご意見やご要望がありましたら、下記へお知らせください。

百号指揮却E
2019 年 12 月 20 日発行

発行責任者日本共産党郡山市議国高橋善治

田村町守山字上河原 4・19 電話・・・・・・・・

良かったですね来年 4 月

谷間川小学校に放課後児童クラブ(学童保育)開設へ

保護者が就労等により昼間家庭にいない児童を対象に、谷田川小学校

へ栃山神小学校・田母神小学校を統合することにあわせ、適切な遊びと

生活の場を提供し、児童の健全育成を図るため、放課後児童クラフを新設

します。

町設置場所田村公民館谷田川分館

岡定員 20 名( 1 クラブ)

R 利用開始 2020年4 月予定

置開設日と開設時間

事前のアンケ

ートでは利用

希望者は 12 入。

授業のある日 放課後~午後 6 時 30 分

土曜日と長期休業期間 午前 7 時 30 分~午後 6 時 30 分

※成人された保護者等が開設時間内にお子様を送迎ください

本利用者負担金 (3300 円~5300 円)とおやつ代などカf必要です。

被災農地の復旧農家負担軽減ヘ市が独自策
<12 月 9 日 高橋善治市議の質問と当局答弁から>

高橋:農地被害は深刻。市による補助上乗せも行い農家負担無しの災害復旧を求める。

市当局本市といたしましでも農家の皆様の一日も早い復旧、復興を支援するため受益者負担の

軽減策を講じてまいります。(同趣旨の質問・答弁は折笠正議員との聞でも交わされました)

2 度にわたり被災農家の方々と郡山地方農民連が市

当局に農地の復旧や農機具、農業施設の再取得、再建

に対する支援を求めました。共産党市議団も同席して

被災農家の皆さんの実情と要望を学び、議会質問に生

かさせていただきました。



ie 

支 出
'司.，・ . -
区 分 事 由 費

1 調査研究費
交通費.

' 資料作成費

迭場費

2 研 {彦， 費 i 交通費

. 資料作成費

会場費
. .. 

資料作成費
.3 広 報 費 日本共産党郡山市議団市議会だ、より

送料- {折込料含む)

一振込料

4 広 軍事 費
会場費

資料作成費. 

交通費
ー5 要請・陳情活動費

資料作成費
L .. 

6 会 -議 費
会場費

、資料作成費

7 資料作成費
印刷製本費

L 振込料

法規追録伶
:-8 資料\購入費二

雑誌等購読料
( . 

'9 ;人 件 費 賃金

事務所巽
備品購入費

ー10
印刷1-t • 

通信運搬・自動 。電話料等(按分〉、
n 
車燃料費 その他, 

、

。|宇出年月日使用者 共通 . 20 2.. 0 年 1 月 2 9 

• 
調 霊Fヨ主

目 '・

旅費

調査委託費

-講師謝金 ー、.

旅費

ゐ食糧費

、交通費

広報誌、(紙)

ェウェブページ掲載代

交湧費

.茶菓子代'
. 

旅費

振込料

交通費

振込料

翻訳料

参考図書代

、有料データベ}ス等事IJ用料

社会保険料等

苓務機器等リース代

振込料

:郵便料等

現金出納簿
日

支出番号

代表者 経理責任者

ト

暢決 一 期、議繕:f:~Il" 、台

金 額

自動車燃料費

振込料

出席者負担金・会費 J 

自動車燃料費;

振込料

自動車燃料費‘ , . 
264,.0"00 報告書等印刷費

茶菓子代

, 

自動車燃料費

振込料

」 自動車燃料費

自動車燃料費.

筆耕料

‘ 
;新聞〈日刊紙)購読料ー

‘ 振込料

振込料, 

消耗品等事務費

配送手数料

ー自動車燃料費(按分)

公〉 合:計

起案者

織官話y善o 治
計

. 

ノ

ー\

264, 00:0 
-ー

'‘ 

F 

' 

264， 000 円

. 
4 



別記第2 号様式.

支出明細書兼支出証明書
支出番号 8 

区 分 ぷ該当する区分kρ印| 費目:名可
1 調査研究費;2 研修費 j ③広報費 4 広聴費 !※該当する支出費目を記入

「云アート一一一一一一一十一一一一一一」ト…………一一，，，，-:1 減h
5 要請・附育活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 げ資料購入費 E 

帽}ー…『ーー一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一ーム………......-ー…ー………一一川……一一一一一一一一一咋…--1 \偽品〆
10 事務所費jli 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) • .~九報誌伯母

日本共産党郡山市議団 12 月定例会市議会だより発行
支出目的. トー一一一→へ 吋…吋畑……………一一_.."・-一一一.......-→一一一一一一一一一一一…十一十一一一…………

• 
(支出事由)

陶

有限会社郡山共同印刷へ印刷代金 4 万枚分を支払う

容

支出年月日 支出先

2020年i月 29 日|有限会社郡山-宍同印刷

上記のとおり.支出します。

議員氏名高橋善治 @面持

t 領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

11 , 別紙へ添付

.1 . . 
、.

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

支出.傘額

2 6 4 �..O 0 用

、

※欄内に員削寸できない場合は、別記第 11 骨様式「領収書等整理票」に貼付してくださド。

、ー
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.領収 7 書凶等整理票
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1i '.調査研究費 12 研修費 : W広報費 14 広聴費
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ロ
月
議
会

報
告を最優先に被災復• 援台風被害者

岡田両市議が一般質問で求める|高橋、

台
風
第
叩
号
被
害
を
受
け
て
、
什
月
の
臨
時
議
会
に
続
き
吃
月
定
例
会
が

η
月
2

日
か
ら
行
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

だ
。
個
人
や
事
業
所
な
ど
被
災
者
の
生
活
と
復
旧
へ
の
支
援
、
道
路
や
河
川
・
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
復
旧
な
ど
台

風
被
害
対
策
の
関
連
予
算
と
と
も
仁
、
(
合
田
川
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
新
設
や3
歳
児
検
診
充
実
の
予
算
な
ど
当
面
の

取
り
組
み
区
関
す
る
補
正
予
算
議
案
、
ま
芝
、
「
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
」
「
医
療
介
護
病
院
介
護
医
療
院
の
指

定
管
理
者
の
指
定
」
な
ど
条
例
及
び
そ
の
他
の
議
案
、
か
提
案
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審
査
と
本
会
議
で
の
討
論
の
後
、
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
だ
。
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
一
般
質
問
な
ど
で
、
台
風
被
害
対
策
予
算
の
更
な
る
充
実

を
求
め
る
と
と
ち
に
、
常
任
委
員
会
審
議
と
討
論
で
は
、3
件
の
外
部
委
託
と
指
定
管
理
者
の
指
定1
件
巴
つ
い
て
反

対
を
し
ま
し
だ
。
以
下
、
一
般
質
問
の
質
問
事
項
と
そ
の
回
答
を
中
心
区
報
告
し
ま
す
。

救
助
者
8
3
0

入
、
早
め
の
避
難

、
が
当
た
り
前
に
な
る
取
り
組
み
を

質
問
:
避
難
が
間
に
合
わ
ず
救
助
さ
れ
た
人
が
多
い
の

が
今
回
の
特
徴
の
一
つ
。
消
防
等
、
の
救
出
要
請
と

救
助
さ
れ
た
人
数
は
。

答
弁
:
救
助
さ
れ
た
人
数
は
叩
月
ロ
臼
か
ら
お
日
ま

で
の
間
に
郡
山
消
防
署

2
8
3

人
、
自
衛
隊
約
4
0
0

人
、
郡
山
市
消
防
団
約
1
5
0

人
の
合
計
約
8
3
0

人
。

質
問
・
-
避
難
勧
告
や
指
示
を
住
民
が
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
ど
う
行
動
し
た
の
か
、
調
を
す
べ
き
。

答
弁
・
-
今
後
の
防
災
対
策
を
推
進
す
る
う
え
で
有
意
義

な
の
で
避
難
行
動
の
調
査
を
行
う
。

避
難
所
の
改
善
を

質
問
:
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
の
充
電
器
、
コ
ン
セ
ン
ト

も
標
準
備
品
と
す
べ
き
。
体
育
館
に
は
鐙
や
マ
ッ
ト
、

暖
房
器
具
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
。
閣
の
支
援
制
度
ー

が
あ
る
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
設
霞
を
進
め
る
べ
き
で

ま
。答

弁
:
避
難
所
へ
の
備
品
の
配
置
は
今
般
の
避
難
所
対

応
を
検
証
し
、
今
後
に
活
か
す
。
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
は
課
題
も
あ
る
の
で
先
行
事
例
等
を

研
究
す
る
。

農
地
災
害
の
復
旧
費
用
の
農
家
負

担
軽
減
を

質
問
:
谷
回
川
な
ど
河
川
の
氾
濫
、
決
壊
に
よ
る
農
地

の
被
害
は
甚
大
。
市
の
補
助
を
上
乗
せ
し
て
被
災
農

家
の
負
担
な
く
復
旧
事
業
を
行
う
べ
き
ロ

答
弁
:
農
家
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
支

援
す
る
た
め
受
益
者
負
担
の
軽
減
策
を
講
じ
て
い
く
。

場
ぷ
を
込
書

p
b

、
急
事
、k
a

曹
皐
曹
，

S
曹
漫
輔
慾

g
v

糊
を
郡
山
市
は
市
議
や
市
長
の
期
末
腎

樹
止
手
当
(
ボ
ー
ナ
ス
)
を
昨
年
ま
で

問
中

3

年
連
続
し
て
引
き
上
げ
て
き
ま
隔

ん
の
は
し
た
。
共
産
党
市
議
団
は
今
年
活

晦
長
、
げ
度
の
引
き
上
げ
は
行
う
べ
き
で
は
蜘

町
市
上
な
い
と
中
止
を
求
め
た
の
に
対
し
骨

地
・
き
福
島
県
な
ど
の
動
向
を
見
る
な
ど
欄

ト
員
引
現
在
も
検
討
中
と
の
態
度
で
す
炉

問
議
ス
(
ロ
月
刊
品
目
の
総
務
財
政
委
員
会
組

一
会
ナ
で
の
高
橋
市
議
に
対
す
る
苓
弁
)
。
民

団
議
一
大
水
容
で
被
災
し
た
市
民
の
実
情
柵

叫
市
、
木
に
心
を
寄
せ
き
っ
ぱ
り
と
引
き
上

げ
は
中
止
す
べ
き
で
す
。
間

約
絡
葺
櫨
移
譲
護
軍
君
主
務
事
轟
警2
主
宰
義
務
官
事
盆
警
忽
曹
司

商
工
事
業
者
む
け
グ
ル
ー
プ
補
助
金
制
度
の

活
用
支
援
を

質
問
:
事
業
者
向
け
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
制
度
を
役
立
て
る
た
め
に
も
身

近
な
相
談
窓
口
と
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
人
材
を
配
霞
す
べ
き
だ
。

答
弁
・
-
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
復
興
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
な

ど
国
県
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
被
災
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

町
村γっ
。
予
中
央
工
業
団
地
の

災
害
対
策
に
つ
い
て

質
問
:
事
業
再
開
に
向
け
た
支
援
策
や
浸
水
対
策
を
含
め
今
後
の
中
央

工
業
団
地
の
災
害
対
策
の
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
を
策
定
す
べ
き
。

答
弁
:
雇
用
や
関
連
産
業
へ
の
不
安
を
招
か
ぬ
よ
う
国
や
県
に
強
く
支

援
策
を
要
望
し
て
い
る
。
中
央
工
業
団
地
会
と
郡
山
市
の
閲
で
防
災
、

滅
災
対
策
に
関
す
る
協
議
を
平
時
か
ら
行
う
。
河
川
改
修
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
行
う
よ
う
悶
・
県
に
要
請
し
た
。

被
災
者
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に

実
効
あ
る
支
援
を

〔
閣
門
閣
閣
閣
閣
刈
凶
閏
間
閣
閣
閣

U

被
災
障
が
い
福
祉
施
設
等
か
ら
出
き
れ
た
諮
願
「
台
風
国
号
被
害
に

よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
卒
業
所
の
再
開
支
援
に
関
す
る
意
見
替
の
提
出
を

求
め
る
請
願
」
は
、
，
全
会
派
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
、
関
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。
関
の
「
社
会
楢
祉
施
設
等
災
害
復
旧
費
悶
庫
補
助
金
」
は
、
賃

貸
や
移
転
希
援
は
対
象
に
な
ら
な
い
な
ど
、
実
態
に
合
わ
な
い
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
意
見
警
は
、
こ
れ
ら
笑
態
に
合
わ
せ
た
改

品
母
国
を
求
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
問
題
は
、
問
問
市
議
が
質
問

で
も
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
「
設
備
等
僑
口
聞

に
つ
い
て
は
補
助
対
象
と
な
る
よ
う
聞
に

働
き
か
け
て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
水
害
の
予
防
対
策
を

質
問
:
決
壊
し
た
堤
防
の
早
期
復
旧
、
同
括
防

未
整
備
地
区
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
の

河
川
整
備
予
算
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い

'
刀回

答
・
・
阿
武
隈
川
の
田
村
町
御
代
問
地
区
か

ら
徳
定
地
区
ま
で
の
1
1
5
0

メ
ー
ト
ル
の

無
堤
防
区
間
の
解
消
は
、
今
年
度
末
に
は
用

地
買
収
を
完
了
し
、
2
0
2
1

年
完
成
の
予

定
。
2
0
1
8

年
ロ
月
「
3

か
年
緊
急
対
策
」

の
閣
議
決
定
で
、
河
川
内
の
樹
木
伐
採
と
河

道
掘
削
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、
今
回
の
台

風
被
害
を
受
け
、
改
め
て
国
、
県
に
緊
急
要

望
を
行
っ
た
。
本
市
管
理
の
河
川
整
備
で

は
、
こ
の
問
、
審
久
山
町
照
内
川
の
河
床
整

正

(
7
1
0
m
)に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今

後
、
本
市
管
理
河
川
す
べ
て
で
計
画
的
な
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

市議会だより
No.137 2020 年 1 月号
日本共産党郡山市議団 高橋善治
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日リ記第 1 号様式

会派名
区ョ分

11調査研究費

、121研 修費

ノ〆

日本共産党郡山市議団

事，、由

31広 ゐ報. 費|日本共産党郡山市議団市議会だより

41広 聴 -費

51要請・陳情活動費

-1. 61会;議 費目

71資，料.作成費

81資料購入費

91人:件費

費
­

動
.
一

所
一
1

一
者

一
搬
費
一
用

務
一
運
料
一

一
信
燃
一
吏

事
通
車
一
点

L

t�- f (:e 

支出調書

交通費

資料作成費

会場費

交通費

資料作成費

会場費

資料作成費

送料〈折込料含む)

振込料

会場費

資料作成費

交通費

|蚕再雇成費
会場費

資料作威費

印刷製本費

振込料

法規追録代

雑誌等購読料

賃企
備品購入費

印刷代

電話料等(按分)

・その弛

旅費

調査委託費

・講師謝金

1旅費
食糧費

e 寸交通費

広報誌{紙)

122， 1001 ワェブベー消載代

目

捕
一
一
一
繍
一
同
一
昔
前

参考図書代

有料デ」タベース等刺用料

社会保険料等

ー・事務槻持リース代|

振込料

国高等

共通 cwl支出年月日 1_ 2， -02 9 年 1 月 2 9 日・ー
現金出事宮司
支出番号

代表者

時高島
\手.

額

自動車燃料費

振込料

1出席者負担金・会費

自動車燃料費

振込料

|自動車燃料費

報告書等印刷費

茶菓子代

，金

費
一
一
費

料
一
一
料

、
一
j
;

、

!
-
-
!
 

1
-

司

t

車
一
料
一
車

動
一
込
一
動

由
一
振
一
白

-・自動車燃料費市

筆耕料

新聞(日刊紙)購読料

振込料.

振込料

消耗品等事務費

‘.配送手数料

自動車燃料費(按分)

夕、|合計

経理責任者

曹治

起.案者

場台
小 a ー計

ち

122, 100 

，-・

1'22チ 100 円



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書目

費
費
問
所
j

:

 

割
…
f

一
務

粧
一
賄
事

l

…
5

叩

区.分

2 研修費1.③広報費

6 会議費 7 資料作戒費

11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

日本共産党郡向市議団 12.月定例会市議会だよりの新聞折込

支出番号
園田ーーーーー-:-ーーー

※該当すでる区分にO印~ .、 費 目

9

二
名

費

費

聴
…
は

広
い
一
明

4

8

 

.支出目的.

(支出事由)

一一町田ー一一一…山一一一一一一一一一一叩旬削白F・一一一. 
.九

一.ム
一一一.M.H_MM__….*"…\"......~..M.....~M，.M._...~M'''. …._..…-".・....，岡山0・一目。…一一…h・a・.."".一一…一一……一則"一一一…"…"“…. 

有限会社郡山共同印刷へ新聞折込代金 3 万 7 千枚分を支払う

内容

_1 
一

支出年月日 支出先 支出金額

2020年1月 29 日|有限会社 l郡山共同印刷 1 2 2 1 0 0 円

と言己りとおり支出します。 1 勺

議員氏名高橋善治
... 品

、

領収書及び料金内訳明細書等貼イ寸欄

別紙へ添付'

:※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、戸別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。



臨
!

:
僻
-

i1l'fJI--iJ'

亀

ii!

田戸田FE白

も，、

a.，$9-主玉7.‘.Riv'サ'z白

1.ad号円 -.ι ，48v 句z4処ιI是.ιlI凧IIlI!.『

尽

桜一日 Jポサ」段以ー時桜 4d紘一目答答川一怒 悠

)一 (J1 巾一一一一ぺ司…一一川 1一一一 1一一]一]卜 {![;!;i11i11 叩
1リ1J 叩
γI;ii 恥

;i([L{[[LiJj

↓

JJjA1jJ1jJ1J1j1j)1J 川リ i1)j}lillit--itJ 「

ペペペ!一御室M宮田中壷側面高!と一 J;
了
\g

目減同比下ドにじ同同いい'

l

ベー対劇41叫閣岡円川川崎川司自明間利

一群道一-題長

.N--

illit--ijtills

・

oz

, 
'
 

.
 

nu勺\い\\eel 

N
 

町
、

125 

4
1] 

h
 

(
Q
 

ー
'
ι

一
一
一
一
一
一
一
一
一

.
 
ー
・

・
.
・

回
寸

C'J 

円以dTAA??hdw 一台特

MUネ

c¥l 

庁
3

持則前古斗」恐慌瓶一語心沼 UMGm 伊「 O)鰻師、

!!lili--「||-

重量醤懇回程什

J開制吋吋一一利引

AZS#矧\九

了間'陸串盟悔

笹ヨ同一純正嘩県申書岩手

-Ei 

ー

11r-JUM4 付 nn則市

• 
' • 

-‘ • 
4.

 

ill 

P 

• 
• • 

噌
ー
寸

4
，
-
ー
ー
ー
ー
ー
-1

榔駅俸制附臆JH

'ITt 

G
 

ボ附
白

石
|
織

が
I

i種
空~
I
 4':1 

,.m. 
'1 
~
 

.
※
 

11凶 ボ .
 

11: 

.
 

・
.

・
，

回目割翻封!ヤ

-
制
E

‘ 主
芸

, 

、
E匹
\
ー

拡-
‘
 

Ⅰ゙ -r-I -r-I 
4陵嗣u
tミ

"
 

.
 

, 

, 
'
 



m
M月
議
会

報
告を最優先に被災復• 援台風被害者

岡田両市議が一般質問で求める|晶橋、

台
風
第
間
口
百
被
害
を
受
け
て
、
刊
月
の
臨
時
議
会
巳
続
き
刊
は
月
定
例
会
が
刊
は
月
2

日
か
ら
げ
巳
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

だ
。
個
人
や
事
業
所
な
ど
被
災
者
の
生
活
と
復
旧
へ
の
支
援
、
道
路
や
沼
川
・
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
復
旧
な
ど
台

風
被
害
対
策
の
関
連
予
算
と
と
ち
区
、
谷
田
川
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
新
設
や3
歳
児
検
診
充
実
の
予
算
な
ど
当
面
の

取
り
組
み
巴
関
す
る
補
正
予
算
議
案
、
ま
た
、
「
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
」
「
医
療
介
護
病
院
介
護
医
療
院
の
指

〔
呆
官
理
者
の
指
定
」
な
ど
条
例
及
び
そ
の
他
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審
査
と
本
会
議
で
の
討
論
の
後
、
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
だ
。
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
一
般
質
問
な
ど
で
、
台
風
被
害
対
策
予
算
の
更
な
る
充
実

を
求
め
る
と
と
も
に
、
常
任
委
員
会
審
議
と
討
論
で
は
、3
件
の
外
部
委
託
と
指
定
管
理
者
の
指
定
1

件
巴
つ
い
て
反

対
を
し
ま
し
だ
。
以
下
、
一
般
質
問
の
質
問
事
項
と
そ
の
回
答
を
中
心
区
報
告
し
ま
す
。

救
助
者
8
3
0

人
、
早
め
の
避
難

が
当
た
り
前
に
な
る
取
り
組
み
を

質
問
・
・
避
難
が
間
に
合
わ
ず
救
助
さ
れ
た
入
が
多
い
の

が
今
回
の
特
徴
の
一
つ
。
消
防
等
へ
の
救
出
要
諮
問
と

救
助
さ
れ
た
人
数
は
。

答
弁
:
救
助
さ
れ
た
人
数
はm
月
ロ
日
か
ら
四
日
ま

で
の
聞
に
郡
山
消
防
署

2
8
3

人
、
自
衛
隊
約
4
0
0

人
、
郡
山
市
消
防
団
約
1
5
0

人
の
合
計
約
8
3
0

人
。

質
問
・
-
避
難
勧
告
や
指
示
を
住
民
が
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
ど
う
行
動
し
た
の
か
、
調
盗
す
べ
き
。

答
弁
・
・
今
後
の
防
災
対
策
を
推
進
す
る
う
え
で
有
意
義

な
の
で
避
難
行
動
の
調
査
を
行
う
。

避
難
所
の
改
善
を

質
問
:
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
の
充
電
器
、
コ
ン
セ
ン
ト

も
標
準
備
品
と
す
べ
き
。
体
育
館
に
は
畳
や
マ
ッ
ト
、

暖
房
器
具
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
。
国
の
支
援
制
度

が
あ
る
体
育
館
ヘ
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
る
べ
き
で

十
品
。

答
弁
:
避
難
所
へ
の
備
品
の
配
佼
は
今
般
の
避
難
所
対

応
を
検
証
し
、
今
後
に
活
か
す
。
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
は
課
題
も
あ
る
の
で
先
行
事
例
等
を

研
究
す
る
。

農
地
災
害
の
復
旧
費
用
の
農
家
負

担
軽
減
を

質
問
:
谷
間
川
な
ど
河
川
の
氾
濫
、
決
壊
に
よ
る
農
地

の
被
害
は
甚
大
。
市
の
補
助
を
上
乗
せ
し
て
被
災
農

家
の
負
担
な
く
復
出
事
業
を
行
う
べ
き
。

答
弁
:
農
家
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
支

援
す
る
た
め
受
益
者
負
担
の
軽
減
策
を
講
じ
て
い
く
。

強
P
W
V
6
2

参
議
曹

v

畠
ぞ

h
a
a
事
事

p
a

，
轟
襲
撃

内
を
郡
山
市
は
市
議
や
市
長
の
期
末
脚

蛸
止
手
当
(
ボ
ー
ナ
ス
)
を
昨
年
ま
で

田
中

3

年
連
続
し
て
引
き
上
げ
て
き
ま
民

ん
の
は
し
た
。
共
産
党
市
議
団
は
今
年
々

噛
長
げ
度
の
引
き
上
げ
は
行
う
べ
き
で
は
欄

由
市
上
な
い
と
中
止
を
求
め
た
の
に
対
し
F

畑
・
き
福
島
県
な
ど
の
動
向
を
見
る
な
ど
輔

し
員
引
現
在
も
検
討
中
と
の
態
度
で
す
易

問
議
ス
(
ロ
月
刊
品
目
の
総
務
財
政
委
員
会
唾

…
会
ナ
で
の
高
橋
市
議
に
対
す
る
答
弁
)
。

k

ゆ
議
一
大
水
害
で
被
災
し
た
市
民
の
実
情
摘

例
市
ボ
に
心
を
寄
せ
き
っ
ぱ
り
と
引
き
し

L

げ
は
中
止
す
べ
き
で
す
。
附

議
襲
撃
奉
還
砲
を
主
義
者
選
雪
?
革
審
右
各
緩
艇
事
主
霊
童
宮
司 商

工
事
業
者
む
け
グ
ル
ー
プ
補
助
金
制
度
の

活
用
支
援
を

質
問
:
事
業
者
向
け
グ
ル
ー
プ
補
助
金
制
度
を
役
立
て
る
た
め
に
も
身

近
な
相
謹
白
と
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
人
材
を
配
授
す
べ
き
だ
ロ

答
弁
・
-
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
復
興
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
な

ど
国
県
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
被
災
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

行
う
。
-
中
央
工
業
団
地
の

災
害
対
策
に
つ
い
て

質
問
:
事
業
再
開
に
向
け
た
支
援
策
や
浸
水
対
策
を
合
め
今
後
の
中
央

工
業
団
地
の
災
害
対
策
の
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
を
策
定
す
べ
き
。

答
弁
:
雇
用
や
関
迷
産
業
へ
の
不
安
を
招
か
ぬ
よ
う
国
や
県
に
強
く
支

援
策
を
婆
望
し
て
い
る
。
中
央
工
業
団
地
会
と
郡
山
市
の
関
で
防
災
、

減
災
対
策
に
関
す
る
協
議
を
平
時
か
ら
行
う
。
河
川
改
修
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
行
う
よ
う
隠
・
県
に
要
請
し
た
。

被
災
者
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に

実
効
あ
る
支
援
を

同
州
閣
閣
制
閣
晴
樹
明

U

被
災
障
が
い
福
祉
施
設
等
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
「
台
風
凶
号
被
害
に

よ
る
橋
社
サ
ー
ビ
ス
務
業
所
の
再
開
支
援
に
関
す
る
意
見
替
の
提
出
を

求
め
る
請
願
」
は
、
全
会
派
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
、
国
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。
国
の
「
社
会
福
祉
施
設
等
災
密
復
旧
費
国
庫
補
助
金
」
は
、
賃

貸
や
移
転
希
望
は
対
象
に
な
ら
な
い
な
ど
、
実
態
に
合
わ
な
い
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
意
見
書
は
、
こ
れ
ら
実
態
に
合
わ
せ
た
改

善
を
求
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
問
題
は
、
岡
回
市
議
が
質
問

で
も
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
「
設
備
等
備
品

に
つ
い
て
は
補
助
対
象
と
な
る
よ
う
国
に

働
き
か
け
て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
水
害
の
予
防
対
策
を

質
問
:
決
壊
し
た
堤
防
の
早
期
復
旧
、
堤
防

未
整
備
地
区
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
の

河
川
整
備
予
算
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い

カ回
答
・
・
阿
武
隈
川
の
田
村
町
御
代
岡
地
区
か

ら
徳
定
地
区
ま
で
の

1
1
5
0

メ
ー
ト
ル
の

無
堤
防
区
間
の
解
消
は
、
A
7年
度
末
に
は
用

地
買
収
を
完
了
し
、
2
0
2
1

年
完
成
の
予

定
。
2
0
1
8

年
ロ
月
「
3

か
年
緊
急
対
策
」

の
閣
議
決
定
で
、
-
河
川
内
の
樹
木
伐
採
と
河

道
掘
削
が
位
霞
づ
け
ら
れ
た
が
、
今
回
の
台

風
被
申
一
回
を
受
け
、
改
め
て
図
、
県
に
緊
急
要

望
を
行
っ
た
。
本
市
管
理
の
河
川
整
備
で

は
、
こ
の
関
、
富
久
山
町
照
内
川
の
河
床
繋

正

(
7
1
0
m
)に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今

後
、
本
市
管
理
河
川
す
べ
て
で
計
画
的
な
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

り市議会だよ
高橋善治

宙ーFAX 955・ 3093

NQ.137 2020 年 1 月号
日本共産党郡山市議団

郡山市朝日 1 丁目 23-7 Tfl 024 (924) お00

岡田哲夫

富・FAX 935.8188 



• 別記第 1 号様式
‘、

支出会派名 日本共産党郡山市議団

区 分 事ー 、由 費
交通費

l 調査研究費
資料作成費

. 会場費.
2 研 J .修 費

、.
交通蔓
資料作成費、

ノ
会場費

3 広報、 費 市議会だより発行
資料作成費 '. 
送料(折送料含む)

t 振込料ー
4 会場費

4 広聴 費
:・‘ 資料作成費
争f 

ー. 交通費
E 要請・陳情活動費

資料作成費
会場費

6 会 t 議 費
, 

。資料作成費

7 資料作成費'
印刷製本費

振込料 . 

8 資 1斗購入費
法規追録代

雑誌等購読料

9 人 ι 件 費
、

賃金
備品購入費

10 事，務所雲寺
印刷代

通信運搬・自動 電話料等(按分〉
11 
車燃料費 その他

健淘者\‘ー高橋善治 響出年月日目 2020年 3 月 2 7 日

• 
調 主Eヨ
自

旅費
調査委託費
講師謝金
旅費

ヤ念

食ヰ量費

交通費
広報誌〈紙)

ーウェブページ掲載代

、

交通費

茶菓子代
旅費

ー・
振込料.

:交通費
、振込料

翻訳料

参考図書代
ー有料データシ屯ース等利用料

社会保険料等
事務機器等リース代

:振込料

郵便料等

現金出納簿
ー支出番号・

イ主表者、 経理責任者手

融i夫 ; 高議たぷ強ば験引γさ弘~:;z.~ 
金 額

地灘小

ー自動車燃料費

振込料
出席者負担金・会費、

自動車燃料費
振込料

ー自動車燃料費.
9, 867 報告書等印刷費

茶菓子代

自動車燃料費

振込料

.自動車燃料費

自動車燃料費
, 

:筆耕料

新蘭(盲刊紙)購読料|

振込料

振込料
消耗品等事務費

配送手数料
自動車燃料費(按分)

!ゐ
pど口〉、 計ー

起案者

高様ゆ書日誌籍υi 
ー小 ?τ十

.-
勺

9, 8671. 

~ 

< 

9 ， $67 円
昔

、

t ., 



• 

別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書句

支出番号 'r.fo' 
L J . . , 

、

区 l 分 ※該当する区分にo'i=P 費 自 名

i1 E調主哩F究費UiL2研主主修 主費iiL③ 広資料報作成費受 Ii8資E料購Eλ費-主- ※該当する支出費目を記入

広報f \に移民J
¥J 

10 事務所費 11 通信運搬・・自動車燃料費(郵便料等)
'・、‘晶、 4ト , 白

ノ匂 S 
、

市議会だよりを印刷する用紙購入費
支出目、的 ..."間...川........1.，.山町"".掴!."..... ・m・."....".. ・..."....:"目叩mゆl .. 帥叫“判...““自叫刷....“，..，“制“...... ・・剛山田問問・由刷『司自骨骨'副向....・..._"“・・・山由剖附帥輔副困問帥.".. ・四回酬M・・.."""......・・・."\."....，，山川"....".. ・"".白川川・・H・...刊咽帽・・・E・e・

〈支出事由)
‘. 

.. 

" 
、

市議会だよりを印刷する用紙を 7 500 枚購入
J 

内 ・$
'‘ H目判中咽四品山由l間................向....山田市町....川崎・"曲目叩・.....，山町岡山".."・剛山田町・開閉山町田"\'"''・.，.... ・・"叩4叫.・"“帥e・e・.-崎由M唱".，."・4・"".. 問‘問e・e・町田町"問回同町四帥"“回目・山叩回目』明白"甲山"戸山.町田圃川田山田山.....・・・M品・........叩.....1…・川，.. “山...川附“刷叩'仰川川"..... 叫叩叩…

, 
、 . , 

支出年月日 支 出 先
“' 

株式会社 LIXIL ピパ
202Ö年 3月 27 日

ヒ勺〈ホーム大

槻店
、 晶

'上記のとおり支出します。

議員氏名高橋善治

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙へ添付

, . 

;~"'J 

量挙
、

※複数の領収書等を貼る場合は、重な tら沿いように貼付しτ くださいd

r 
、.

支出金額
e ・

9 8 6 7 円

L〆

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票Jtご貼付してください。



' 

• 

'炉-，、.‘町、

別記第11号様式

等整理票

分 ‘ ※該当する区分にO印

③ 広報費 14 広聴費
7 資料作成費 "1 8 資料購入費
11 通信運搬・自動車燃料費

領収書
.. 

1 調査研究費プ寸 12
5 要請・陳情活動尋..16

費
一
費

一
彦
一
議

一
研
一
会

、、

9 人件費 ~ .-110 事務所費

領収書及び料金内訳明細書等間

‘ '>;..1 

た・ -

, . 
P . 

i ※複数の領収書等を貼る場合は、 i

区

鯨;;

2020年 3月 27日(金) 11: 03 

0007 コ1::'-用紙 B4
4901470'151413 

半598 15{閤 ~!8， 9 7'0

小計 15点 靭， 970
(料税10.0%対象開 制， 970)

10河 0% 5世間勝 平897
外税額計 半897

現計
お預り
お釣り

~9，， 86ア
￥10，， 000 

￥133 

ロ
コ
コ
コ
品1
申
打
占
品
叫

=
《
《
〈

-
q
L

冒
旬
、

し 10
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ありがとう 栃山神小学校感謝の集い
f 

今年3用末に長い歴史に幕を閉じることに

なったこ瀬地区の二瀬中学校、田母神小、栢山

神小の3校。このうち栃山神小学校の感謝の

集いが2月22日開催されましたロ

新型コロナ感染症に備え万全の措置を取り

ながらの開催でしだ。新たな旅立ちへの決意

ち込めた感謝の集いでレた。

13月市議会の
廃校となる学校の校舎を利用した介護臆設を司孟日から
高橋質問:二瀬地区の3校が3月末で正式に廃校となる。校含敷地を利用した

地域活性佑策ちかねて公設民富型の特震ホームなどの介護施設として利用しては巴うか。

当局筈弁:介護施設とレての廃校利用については湖南で実績方濁る。 2021 年度から20

23年度を計画期間とする第8次介護保院事業計画の策定作業の中で、廃校利用を吉め施

設整備の在り方について検討する。

特別養護老人ホーム郡山市内待機者1301 人

高橋質問:特養ホームの入所待機状況と入所待機者ゼロの実現目標年次は?

当局笛弁:入所待機者は1301 人。そのうち在宅で要介護3以上の方は212人。

要介護認定者の増加が見込まれるが今後ち計画的な整備をすすめ待機者ゼロをめざす。

田村行政センタ一人事異動 お世話になりました。よろしくお願いします。

異動者

斉藤裕二所長

小椋穀聡主任主査

橋本祐美技査

異動先 新任

保健福祉部生活支援課長 近藤均所長

熱海缶政センター主任主査 菊地吉博主任主査

障がい福祉課技査 古戸みなみ保障技師

発行日本共産党郡山市議団

発行編集責任者高橋善治

|日

上下水道局総務課長補佐

資産税課主任主査

保健所保膜技師

新年度小中学校のトイレ洋式化が進みます
郡山市は 2025年度に校舎内トイレをすべて洋式化する方針を明らかにし

ました。体育舘やプ」ノレなどの外トイレについては今後の課題として残ります。

これまで、市議会で子どもが和式の学校トイレを嫌がり「我慢している」との

保護者からの訴えを受け学校トイレ洋式化計画の策定と推進を求めてきました。

新年度、田柑地区内の学校トイレの洋式化は下表の逼りです。

学校名 洋式化する便器数 トイレ床などの改修

守山小 校舎 1 3 基 湿式から乾式床に

谷間rr小 校舎 8基体育館3基 床はそのまま

高瀬小 校舎 1 3 基 床はそのまま

両瀬中 校舎 19基 湿式から乾式床に

この表は市教育委員会資料を基に高橋が作製。

2021 年度完了めざし新年度中に残りをすべて発注

除染で庭等に埋設仮置きの除去汚染土壌の搬出
田村町関連

発注時期 主な地域 対象件数

2020年3 用 回柑町宮田、朝日舞、桜ケ巨大善寺他 412 件
発注 田柑町徳定、安積町日出山神明下他 813 件

田村町金屋宇孫麦工門平・字マセロ
369 件

2020 年度中 田柑町上告合字川原ほか

発注予定 田村町御代田正直ほか 450件

谷田川・二瀬地区、中田町高書、荒井他 200 件

*中間貯蔵施設への搬出状況などを勘案して発注するため完了は 2021 年度(令和 3 年度)

になる見込み。除去土壌の掘り出し搬出は地元事業者に限定して発注するよう繰

り返し求めていますが、品川市長は県外大手企業に告発注を続けています。

2020年 3 月 25 日発行 怠ーーーーーーーーー

田村町守山字上河原4 -1 9 田村町に関連することを中心にお知らせいたします。ご意見やご要望などございましたらお知らせください。




